
アーク放電 （展示場４階）

展示場４階には新しいきれいな展示に交じって年代物の展示がいくつか置かれて

います。その一つが１９９４年の第一次展示改装で導入された「アーク放電」です。

２７年経っても、まだ現役です。

月刊うちゅう２０１０年５月号で大倉学芸員が紹介している古い展示ですが、このた

び、新たに「学芸員の展示場ガイド」を作成し、ＹｏｕＴｕｂｅで公開しました。

アーク放電は単発の火花放電とも、低圧下での微弱なグロー放電とも違い、大き

な電流が連続的に空中を流れます。高い熱と強い光が発生するので、電気溶接や

「アーク灯」に使われました。アーク灯は１８７８年３月２５日、日本で初めて灯った電

灯で「電気記念日」の由来にもなりました。ちなみに１８７８年は、イギリスでスワン卿が

白熱電球に関する特許を取った年です。以後、白熱電球の方が照明の主役になっ

ていきます。動画を見ながら、古き良きアーク灯の光を感じてください。

※動画のＵＲＬはこちら→ｈｔｔｐs：//ｙｏｕｔｕ.ｂｅ/ＯＷ６ｊｖ_ＲｔＭｐ０

石坂 千春（科学館学芸員）
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「アーク放電」（学芸員の展示場ガイドより１コマ）
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「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

展示場へ行こう


